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復興事業一覧及び主要事業概要 

 

１．復興事業一覧 

 

大島町復興計画の期間と復興の柱ごとのスケジュール（大島町復興計画）

資料２ 



H26 H27 H28 H29～

義援金の支給 ・義援金配分委員会で定められた対象への義援金の配分を行う。 〇

災害弔慰金の支給 ・災害により死亡（又は行方不明）の方の遺族へ弔慰金を支給 〇 〇

被災者生活再建支援金の支給
・土砂災害によりその生活基盤に著しい被害を受けた者に対し、被災者生活
再建支援金を支給する。

〇

遺児生活支援事業
・土砂災害により、両親又はその一方が死亡又は行方不明となった児童の
就学及び修学並びに生活の支援のため支援金を支給する。

〇 〇 〇 〇

児童生徒通学支援事業
・被災児童の仮設住宅からの通学の支援をする。児童については通学ﾊﾞｽで
対応し、中学生はﾊﾞｽ回数券を支給する。

〇 〇

被災者生活再建支援金（加算支援金）の支給
・土砂災害で住宅が全壊又は大規模半壊した者が、新たに住宅を建設、購
入、補修又は賃借した際に支給する。

〇 〇 〇

大島町住宅再建支援補助金
・被災者生活再建支援金（加算支援金）に加えて、町事業として、住宅再建
（補修、建設・購入）のために必要な経費を支援する。

〇 〇 〇

災害公営住宅建設事業
・復興対策住宅（RC2階建　3棟34戸）建設
家の上地区　1棟14戸、大昇地区　1棟10戸、岡田地区　1棟10戸）

〇 〇

擁壁等崩落防止事業
・土砂災害により崩壊した擁壁等の復旧工事を実施し、二次災害の防止を図
る。

〇

浄化槽修理新設事業
・土砂災害により被害を受け、合併浄化槽を新たに設置する者に対して補助
金を交付する。

〇

応急仮設住宅管理
・応急仮設住宅の浄化槽、受水槽、街路灯など共用部分を適切に維持管理
する。

〇 〇

生活支援相談の実施
・土砂災害の被災者の生活支援のため、社会福祉協議会に『生活支援相談
員』をセットし、被災者の支援を実施する。

〇 〇

医療費一部負担金の減免
・災害により直接負傷した被災者に対する治療費の一部負担金を減免し、生
活再建に支障をきたさぬよう支援する。

〇 〇

負傷者通院費の補助 ・災害により負傷した被災者の治療に要する交通費を補助する。 〇 〇

土砂災害復興推進室の設置 ・平成26年11月に課相当の組織を設置した。

町道災害復旧事業
・元村三原山線道路（御神火スカイライン）ほか、被災した町道の復旧工事を
行う。

〇 〇

災害復旧に伴う用地測量
・大金沢流路沿い町道整備及び神達地区都市計画公園整備に合わせて用
地測量を実施する。

〇 〇

元町地区雨水排水処理整備事業
・元町地区内町道の排水構造物及び排水能力を調査し、大島支庁とも連携
のうえ、排水整備計画を策定する。

〇 〇 〇 〇

庁舎自家発電設備改修事業
・災害発生時に停電による業務の停滞を避けるため、自家発電能力の向上
を図る。

〇 〇

大島老人ホーム自家発電設備改修事業の助成
・災害発生時の要配慮者の避難所として協定を締結している大島老人ホー
ムにおいて、停電時の電力確保のため自家発電設備整備事業の助成を行
う。

〇

大島町復興計画　復旧・復興事業一覧

地
域
基
盤
・
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

設計費含む

②インフラの復旧と機能強化

⑤避難施設の強化等

（災害公営住宅へ移行後の対応について要検討）

①地域基盤の整備

被
災
者
生
活
再
建
支
援

①被災者への資金等の支援

②住宅再建の支援

④情報提供と相談体制の確立

平成28年11月15日まで

平成28年11月15日まで

備考復興の柱 主な施策 事業概要
実施期間
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H26 H27 H28 H29～

備考復興の柱 主な施策 事業概要
実施期間

災害廃棄物等処理事業 ・膨大な量の災害廃棄物等について、迅速かつ適切に処理を行う。 〇

中小企業再建に対する金融支援
・被害を受けた中小企業が早期復旧を果たせるよう、営業再開や経営安定
に必要な資金を長期かつ低利で融資する。

〇 〇 〇 〇

大島町中小企業再建支援補助
・被害を受けた中小企業の事業再建のため必要な施設・設備の購入や修繕
等に要する経費を補助する。

〇 〇 〇

農地等災害復旧事業 ・土砂災害により被災した農地及び農業用施設の復旧を支援する。 〇 〇

漁場災害復旧事業
・大量の流木等が流れ込んだ元町弘法浜、前半地域を、元の好漁場に戻す
ため、漁場内にある流木等を撤去し漁場の復旧を図る。

〇 〇 〇 〇

漁業振興のための助成事業 ・被害の大きかった地区の稚貝放流について上乗せ補助を行う。 〇 〇 〇 〇

つきいそ事業
・災害により土砂等が流入した海域に、割栗石やコンクリート製平板礁を投
入し、漁場造成を行う。

〇 〇 〇 〇

漁村地域防災力強化改修事業
・漁業協同組合が所有する共同利用施設の耐震診断を実施し、施設の耐震
化を図り、災害時の避難場所等として利用する。

〇 〇

大島町観光プール（仮称）整備事業 ・弘法浜プールに代わる、新たなプールを建設する。 〇 〇

伊豆大島復興宣伝プロジェクト
・世田谷区商店街連合会の協力を得て、世田谷区の商店街において『元気
です伊豆大島！！感謝と復興』を掲げて復興宣伝プロジェクトを展開する。

〇 〇

2016アジア自転車競技選手権日本大会開
催

・2016年1月アジア自転車競技選手権日本大会のロードレースを大島町西海
岸コースにおいて開催する。土砂災害からの「復興」の一環として本大会を
通じ、全国のサイクリストを受け入れる「自転車の聖地」の発信を目指す。

〇

岡田港船客待合所施設整備事業
・岡田港船客待合所施設整備に合わせ整備される大島町交流施設を中心
に、観光客に島の魅力を伝える環境づくりを行う。

〇 〇

地域防災計画の策定
・土砂災害防止法に基づく区域指定により、風水害編の見直しを行い、各災
害を踏まえた地域防災計画の策定を行う。

〇

防災行政無線設備等更新事業
・老朽化の著しい岡田中継所の基地局設備について、平成27年度にアナロ
グにて更新し、システムの安定化を図る。役場内操作卓についても、老朽化
が著しいため、アナログ・デジタル兼用による設備の更新を行う。

〇

消防無線デジタル化 ・情報伝達機能を強化するため、消防無線のデジタル化を行う。 〇 〇

④島内避難体制の再構築

避難計画の策定
・大島町土砂災害避難行動計画（暫定版）を策定する。土砂災害防止法に基
づく区域指定後、本計画を策定する。

〇 〇 〇

地
域
基
盤
・
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧

産
業
・
観
光
復
興
支
援

防
災
ま
ち
づ
く
り
の
強
化

①台風26号に伴う豪雨災害の検証と地域防災計画の改訂

②災害情報の連絡体制の再構築

③災害対応力の強化

④観光振興の推進

①島内企業の早期再建と商工業の振興

③水産業の早期再建と振興

②農業の早期再建と振興

③がれき等の処分撤去
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H26 H27 H28 H29～

備考復興の柱 主な施策 事業概要
実施期間

避難所の整備
・避難者のより良い避難生活のため、各避難所の環境整備を行う。また、土
砂災害の避難所として適さない場所に避難所がある地域について、新たに
避難所の整備を行う。

〇 〇

第二中学校体育館改修事業
・体育館屋根の改修、サッシの交換、照明設備・トイレ改修、多目的トイレの
増築、床材を研磨、校舎までの渡り廊下を追加など

〇

庁舎センター系統空調設備更新 ・開発総合センター1階から3階までの空調機、室内外機の更新を行う。 〇

防災手帳の作成
・住民等に分かりやすい、地震・津波・火山噴火・風水害等の災害に対応す
る大島町防災手帳（仮称）を作成し、日頃から防災意識の向上を図る。

〇 〇

災害記録誌作成
・平成25年台風26号による大島町土砂災害の災害記録誌を作成し、後世に
残し、今後の防災に対する教訓・災害対応への一助とする。

〇 〇

⑥災害教訓の伝承と地域防災力の向上

防
災
ま
ち
づ
く
り
の
強
化

⑤避難施設の強化等
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大島町復興計画推進委員会 

復旧・復興事業報告  

                         土砂災害復興推進室  

 

大島町住宅再建支援補助金【新規】 

 

１ 事業概要 

 被災者生活再建支援金（加算支援金）に加えて、町事業として、住宅再建（補修、建設・購入）の

ために必要な経費を支援する。 

 

２ 実施内容等 

（１）対象 

台風２６号土砂災害によって被災した住宅を補修または建設・購入する者で、以下の全

てに概当する方 

        ①被災した住宅が、居住する住宅であった場合 

        ②被災した住宅に住んでいた方 

        ③り災証明が半壊以上 

        ④持家、借家は問いません 

（２）補助対象経費 

住宅を補修、建設・購入するために必要な経費（※ 備品は含みません） 

（３）補助額 

①補修の場合：実費 100％、ただし上限は 100万円 

   ②建設：購入の場合：実費の 100％、ただし上限は 300万円 

（４）実施期間 

 平成 25年 10月 16日～平成 28年 11月 15日 
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大島町復興計画推進委員会 

復旧・復興事業報告  

                          福祉けんこう課  

 

生活支援相談の実施 

 

１ 事業概要 

応急仮設住宅及び被災地等に居住せざるを得ない被災者に対し、生活相談員、保健師等

関係機関による継続的な巡回訪問等による生活上のニーズや必要とする支援の把握を行

い、被災者が生活を取り戻すまで寄り添い支える支援につなげる。 

 

２  実施内容等 

（１）「平成２５年度こころとからだの健康相談・健康調査とその後のフォロー」活動 

・実施時期：平成２５年１１～１２月 

・都立精神保健福祉センター、障害者施策推進部精神保健・医療課職員、保健政策部所管職

員、大島町役場福祉けんこう課けんこう係、子ども家庭支援センター保健師による聞き取り

調査の実施（対象：①元町 2 丁目・3 丁目の住民 ②その他、被害が著しかった地域に居住

していた住民） 

 

聞き取り調査対象地域 訪問件数 内 面会件数 備 考 

元町２・３丁目 ４３９世帯 
１０８世帯 

１４５人 

面会者に健康相談・健康

調査を実施 

その他被害が著しかった地域 
４２世帯 

５１人 

４２世帯 

５１人 

家屋調査に基づき対象

者を選定 

合計 
１５０世帯 

１９６人 
内、４５人が要経過観察 

 

・広報やテレビ放送を見ての相談者、大島社会福祉協議会から情報提供された方についても

聞き取り調査を実施。 

   ・島しょ保健所大島出張所及び福祉けんこう課保健師で、訪問や電話等で心身の状態を観

察、定期的に情報共有と次の支援計画の検討を実施。（１～２週間に１度、または月に１度） 

    ・要経過観察者のうち、母子や高齢者に関しては、子ども家庭支援センターや地域包括支援

センター、生活保護担当者等とも情報共有し、必要な支援や見守りの引き継ぎを実施。 
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（２）「平成２６年度こころとからだの健康相談・健康調査とその後のフォロー」活動 

・町、社会福祉協議会、島しょ保健所等関係機関による「被災者生活支援連絡会」を毎月実

施し、被災者や被災地域住民の精神的・身体的な問題に早期に対応できるよう情報共有、

協議。 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

・仮設住宅全戸・元町 2丁目 3丁目・泉津地域などの要経過観察者への保健師による訪問、

健康相談を実施。 

・島しょ保健所大島出張所が実施する精神科医と臨床心理士による消防団向け心の健康相

談の機会を利用し、要経過観察者を専門家につなぐ働きかけを実施。 

・仮設住宅・それ以外に居住する被災者・元町 2丁目・3丁目・家の上・泉津・岡田地域の住民

44４人中、追跡調査が必要と判断した 190人を対象に、「こころとからだの健康調査（被災１

年後の健康調査）」を実施（11～12月）。 
 

聞き取り調査対象地域 訪問件数 内 面会件数 結果 

元町２・３丁目 
190人 127人 ＳＱＤ調査実施数 91人 

その他被害が著しかった地域 
    

 ※質問用紙による調査結果のため参考データとして位置づけ 

  

 

（３）今後の取組み 

・支援を必要とする対象者の絞り込みと個別支援計画の作成 

・その他の被災者等への保健師等による定期訪問等の継続（災害後２年間） 

・被災者生活支援連絡会の継続（災害後２年間） 

・災害後２年間を経過後は、「保健師の精神保健福祉活動」の一環としての支援継続を協議・

検討 

 

 

 

                                            

 

＜被災者生活支援連絡会の構成＞ 

   ・大島社会福祉協議会 事務局長・生活支援相談員２名 

   ・島しょ保健所大島出張所の副所長、係長、保健師 

   ・大島町土砂災害復興推進室推進係 

   ・大島町福祉けんこう課 課長、けんこう係長、けんこう係保健師 

   ・子ども家庭支援センター保健師 

   ・大島支庁総務課福祉係（平成 26年 11月より） 

※ 事務局：大島町福祉けんこう課けんこう係 
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大島町復興計画推進委員会 

復旧・復興事業報告  

                             地域整備課  

 

町道災害復旧事業 元村三原山線道路（御神火スカイライン）災害復旧事業 

 

 

１ 事業概要 

  元村三原山線道路（御神火スカイライン）の復旧工事を行う。 

 

２ 実施内容等 

 （１） 執行計画及び執行状況 

年度 項目 

平成 25年度 ・災害査定 

平成 26年度 ・道路詳細設計 

・保安林解除申請 

・国立公園道路変更協議書提出、特別地域内の工作物新築許可申請

書提出 

・国交省との査定内容変更協議 

・道路災害復旧工事 施工 

平成 27年度 ・道路災害復旧工事 施工 

・成功認定対応 

平成 28年度 ・成功認定対応、会計検査対応 

 

 （２） 工期 

   ・町災第１号     ：平成 27年 11月上旬～平成 28年 3月上旬 

   ・町災第２号     ：平成 27年 2月中旬～平成 28年 3月下旬 

   ・町災第３号     ：平成 26年 11月 7日～平成 27年 7月 31日 

   ・町災第４号     ：平成 26年 12月 9日～平成 28年 3月 10日 

   ・町災第５・６号   ：平成 26年 9月 10日～平成 27年 1月 28日 ※合併施工 
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大島町復興計画推進委員会 

復旧・復興事業報告  

                             観光産業課  

 

大島町中小企業再建支援補助【新規】 

 

１ 事業概要 

被害を受けた中小企業の事業再建のため必要な施設・設備の購入や修繕等に要する経費を

補助する。 

 

２ 実施内容等 

（１）対象 

台風２６号土砂災害によって被害を受け、事業再開に必要な施設（用地、復旧費を含みま

す）・設備等の購入や修繕等を行う中小企業者 

   

（２）補助対象経費 

事業再建のために必要な施設・設備の購入や修繕等に要する経費 

  

（３）補助額 

①店舗等を新築・購入する場合：100万円を超える額の 1/2、ただし上限は 300万円 

②店舗等修繕の場合：10万円を超える額の 1/2、ただし上限は 100万円 

   

（４）支給期間 

平成 25年 10月 16日～平成 28年 3月 31日 
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大島町復興計画推進委員会 

復旧・復興事業報告  

                             観光産業課  

 

大島町観光プール（仮称）建設工事 

 

１ 事業概要 

 平成25年に発生した台風26号の土砂災害によって流出した弘法浜プールの再建に伴い、大島

町観光プール（仮称）を新設する。 

 

２ 実施内容等 

（１）工事場所    東京都大島町元町 2丁目 20番 1及び同番 2（旧パレラメール跡地） 

（２）敷地面積  6949.67㎡（うち第一期工事部分 4500㎡） 

（３）工事概要 

（第一期） 

・ 管理棟 RC造平屋建 建築面積 207.10㎡ 延べ面積 162.00㎡ 

・ 競技用プール兼成人用プール（458㎡）水深平均 1.1～1.3ｍ、FRPサンドイッチパネル 25ｍ×

16.4ｍ（7 コース）、12.0ｍ×4.0ｍサブプール付 

・ 子供・幼児プール（143.39㎡）水深 0.7ｍ及び 0.5ｍFRPサンドイッチパネル、キノコ形噴水及び

子供用ウォーター滑り台付 

・ 海水揚水ポンプ取替一部既存施設使用 

・ プールサイド舗装（一部） 

・ 合併処理浄化槽 ９０人槽 

・ 給排水及び海水給水配管工事 

・ 周囲樹脂コートメッシュフェンス及び擁壁等工事（一部） 
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（第二期） 

・ 流水プール延長 100.1ｍ364.03㎡、水深 1.0ｍ水流ポンプ FRPサンドイッチパネル、ウォーター

スライダー１基及び着水プール滑走路全長 31.9ｍ落差 3.72ｍ 

・ 日除けパーゴラ・シェルター 

・ 駐車場整備に伴う一部道路等拡幅工事 

緑化植栽及び防風フェンス及び周囲整備工事 

（４）工事期間 

（第一期工事）工事契約の翌日より、平成 27年 7月 10日  

(ただし、平成 27年 7月 20日に子供幼児プール・競技用兼成人プール及び管理棟が

供用開始できること。） 

（第二期工事）工事契約の翌日より、平成 27年 12月 25日（予定） 
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大島町復興計画推進委員会 

復旧・復興事業報告  

                             観光産業課  

27年度（2015年）「伊豆大島」復興 PRプロジェクト（案） 

（仮称）伊豆大島・世田谷区商店街連合会連携プロジェクト 

１ 事業概要 

本年「椿まつり」シーズンに世田谷区商店街連合会のお力添えで、三軒茶屋銀座商店街、若

林中央商店会、赤堤商店街に「椿まつり」PR フラッグを掲げさせていただいており、引き続き、

平成 27 年度も、世田谷区商店街の皆様のお力添えをいただき、「元気です伊豆大島！！感謝

と復興」を掲げ、復興・再建を大きくアピールする事業展開。 

 

２ 実施内容等 

☆展開期間  （仮）平成 27年 5月中旬から 9月末まで 

 

☆展開場所   世田谷区商店街連合会（世田谷区全域）  

会員 102商店街内の参加商店街 

 

☆展開内容（予定） 

 ①参加商店街 各領域の全フラッグを「伊豆大島」版にして同時掲載 

  フラッグ ： A面「伊豆大島の復興 PR」 

         B面「伊豆大島ロハスキッズ募集」（小学生限定） 

 ②ポスター・チラシの掲載・配布、WEB版（商店街関連各所・交通網関係） 

 ③「伊豆大島ロハスキッズ」の参加商店街全域での募集 

    夏休み大島ツアー（50組 100名） 
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 ④伊豆大島物産展開催 

 ⑤サンケイリビング 23区版配布 

 ⑥伊豆大島産 「切り花」等無料配布 
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大島町復興計画推進委員会 

復旧・復興事業報告  

                             観光産業課  

 

事業名：2016アジア自転車競技選手権日本大会開催 

 

 

１ 事業概要 

2016年 1月アジア自転車競技選手権日本大会のロードレースを大島町西海岸コースにおいて

開催する。土砂災害からの「復興」の一環として本大会を通じ、全国のサイクリストを受け入れる

「自転車の聖地」の発信を目指す。 

 

２ 実施内容等 

（１）名 称    第 36回アジア自転車競技選手権大会 

           第 23回アジアジュニア自転車競技選手権大会 

           第 5回アジア・パラサイクリング自転車競技選手権大会 

（２）主 催    アジア自転車競技連合 

           公益財団法人日本自転車競技連盟 

（３）日 程     2016年 1月 19日（火）～24日（日） 

（４）開催地    ロードレース 東京都大島町（裏面） 

           サンセットパームライン周回（タイムトライアル） 

           大島西海岸コース周回（一部都道使用）（ロードレース） 

（５）参加資格  アジア自転車競技連合（ACC）に加盟する選手 

※アジア自転車競技連合（ACC）加盟国  41国 
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大島町復興計画推進委員会 

復旧・復興事業報告  

                             防災対策室  

 

避難所の整備 

 

１ 事業概要 

避難者のより良い避難生活のため、各避難所の環境整備を行う。 

また、土砂災害の避難所として適さない場所に避難所がある地域について、新たに避難所の

整備を行う。 

 

２ 実施内容等 

（１）平成２５年度   

  ・都立大島高校（一般避難所）グランド復旧工事 

（２）平成 26年度  

  ・各一般避難所・要配慮者避難所の消耗品（懐中電灯・電池・停電対応等）、エアコン・アンテ

ナ等工事、折り畳みベッド・ヒーター、発電機、テレビ等購入、日本赤十字支援物資（安眠セ

ット）配備 

  ・各一般避難所・要配慮者避難所の修繕（床、照明器具等）、耐震診断 

   ・泉津、岡田、元町一般避難所の大型気化涼風扇購入 

  ・けんこうセンター（要配慮者施設）のパーテーション、冷蔵庫、ＡＥＤ等購入、バリアフリー・エ

アコン工事 

  ・泉津地区一般避難所の炊事場設置工事 

  ・野増地区一般避難所の用地買収、避難所基本設計委託 

  ・間伏地区一般避難所の用地買収、避難所基本設計委託 
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   ・岡田地区一般避難所（岡田保育園）の裏土手工事 

（３）平成 27年度 

   ・野増地区一般避難所実施設計、建設 

 ・間伏地区一般避難所建設 

※他に土砂災害防止法の区域指定の結果により、新たに避難所、備蓄スペース等の建設を行う

こともある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            



■大金沢山腹工左支川のスケジュール

■大金沢流向制御工のスケジュール

■管理用通路工事のスケジュール

平成25年度 平成26年度 平成27年度以降

詳細設計

用地測量

用地買収

支川制御工工事

下流制御工工事

中流制御工工事

用地測量

用地買収

詳細設計

工事

平成26年度

平成27年2月3日
大島支庁土木課

短期対策 ：H26-28年度施工

平成27年度 平成28年度

中長期対策

平成26年度 平成27年度 平成28年度以降

詳細設計

工事

用地測量

用地買収

平成２６年度以降大島土砂災害対策事業実施箇所図及び実施工事内容

平成２６年度以降工事実施箇所 短期対策工事実施内容

○ 山腹工対象範囲全域において、表層土砂の流出を仮止めし、早期の植生回復にもつながる『航空実播工』を行う。

○ 山腹工の実施にあたり、、土質の脆い箇所では『鉄筋挿入工』、傾斜の緩い箇所では『鋼製柵工』を行う。

（鋼製柵工）（斜面安定化工）
構造概略図

山腹工（H26～28）

導流堤工（H26～28）

大金沢本川堆積工

大金沢支川堆積工

中流導流堤

下流導流堤

大金沢本川堆積工

（中長期対策で山腹工実施）

土地評価

土地評価

【参考】 管理用通路工

土地評価



様式１

事業名 課

雨水排水現況調査 平成２６年度　

雨水排水検討 平成２６年度　

平成２７年度以降　

雨水排水対策工事 平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度以降 必要に応じて検討

大島高校脇、岡田宮本交通付近については測量と検討を開始

元町地区の八重沢、大金沢、長沢等の流域に関して、排水側溝・枡等
の現況を調査完了（結果取りまとめ中）

復興計画推進委員会　進捗状況

排水整備事業（都道）

・大島町復興計画　復興の柱２　主な施策方針　①地域基盤の整備　２－１－４に“被災した地域一帯における
雨水排水整備計画の策定”　が示されている。これに基づき、平成２６年度は元町地区の雨水排水の現況調査
と雨水排水検討委託を実施している。平成２７年度以降、必要に応じて対策工事を実施していく。

元町地区の八重沢、大金沢、長沢等の流域に関して、排水側溝・枡等
の現況の流下能力について検討し、流域排水の流入時に能力が小さ
い箇所については対応策を検討中

業務内容項目 執　行　計　画　及　び　執　行　状　況

事　業　概　要

大島支庁土木

緊急対策工事
施工箇所

八重沢流域に関して、流域排水の流入時に能力が小さい箇所につい
て短期対策工事の施工を検討中

今後の排水計画の順位付けを行い、整備手法について検討

平成２７年度以降の対策工事案件について詳細設計を行う

八重沢流域に関して、流域排水の流入時に能力が小さい箇所につい
て緊急対策工事を施工済

 

写真１ 流下方向変更 

 改修前 

改修後 
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様式１

事業名 課

災害復旧査定 平成２５年度　

泉津沢工事（その１） 被害状況

工種・数量

波牛沢工事 被害状況

工事・数量 谷止工　１基等（平成２６年１１月竣工）

完了状況 ・泉津沢（その１） ・波牛沢

泉津沢工事（その２） 工事・数量

進捗状況

平成２７年度 荒廃山地の復旧事業を継続

国による災害復旧査定により、泉津沢と波牛沢において緊急治山
工事を計画（平成２６年３月に工事請負契約締結）

排土工事、谷止工１基等（平成２６年９月竣工）

谷止工　１基、山腹工等

山腹崩壊により、大量の土砂が都道208号線、町道3229号線及び
泉津漁港線に流出した。また、人家に被害を与えた。

山腹崩壊により、大量の土砂が都道208号線及び町道岡田泉津黒
汐線に流出した。また、大島町役場泉津出張所及び人家に被害を
与えた。

谷止工は完了、山腹工は工事中

業務内容項目等 執　行　計　画　及　び　執　行　状　況

復興計画推進委員会　進捗状況（案）

災害復旧事業（治山） 大島支庁産業

事　業　概　要

・大島町復興計画　復興の柱２　地域基盤・インフラの復旧
台風災害により、大規模な山腹崩壊・渓岸浸食が発生したため、荒廃した山腹斜面の復旧工事を実施してい
る。平成２７年度以降についても、対策工事を継続していく。

１号箇所 

主に土留工（かご枠）に

て工事中 
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大島支庁産業課

台風２６号による伊豆大島森林災害に関する緊急的な治山対策 
泉津沢 

波牛沢 

山腹工の新設 

山腹工イメージ 

谷止工の新設 

谷止工イメージ 
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様式１

事業名 課

災害復旧査定 平成２５年度　

泉津林道 被害状況

工種・数量 擁壁工、法面工等（平成２６年１０月竣工）

間伏林道 被害状況

工種・数量 擁壁工（平成２６年８月竣工）

完了状況 ・間伏林道 ・泉津林道

元町林道 被害状況

平成２７年度 既設林道の復旧事業を継続

復興計画推進委員会　進捗状況（案）

災害復旧事業（林道） 大島支庁産業

事　業　概　要

・大島町復興計画　復興の柱２　地域基盤・インフラの復旧
台風災害により、林道の全路線が被災したため、復旧工事を実施している。平成２７年度以降についても、対策
工事を継続していく。

林道元町（南）線（総延長3,500ｍ）においては、豪雨及びそれに伴う
土石流により、路側、斜面の崩壊等の被害が発生した。
被災箇所は２０か所あり、被災直後より全線通行止めとなる。

林道泉津線（総延長4,254ｍ）においては、豪雨及びそれに伴う土石
流により、斜面、路側の崩壊等の被害が発生した。
被災箇所は、全体で６か所あり、被災直後より竣工まで全線通行止
めになった。

林道間伏線（総延長8,106ｍ）においては、豪雨により路側の崩壊が
発生した。
被災箇所は、１か所あり、被災直後より竣工まで全線通行止めに
なった。

業務内容項目等 執　行　計　画　及　び　執　行　状　況

国による災害復旧査定により、林道元町線、林道間伏線、林道泉津
線、林道野増線において、災害復旧工事を計画（平成２６年度まで
に全線にて工事請負契約締結）
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